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　これまで生活科で取り組まれてきた「探検活動」の単元の多くでは，子どもの主体的な学びが保障されてきた。そ
の一方で「探検活動」によって学んだことが，子どもたちの日常生活とどのようにつながり，活かされてきたのかと
いう生活との関連性が希薄であった。  
　そこで，本小論では「探検活動」において得られた学びを子ども自身の日常生活と関連付けていくために単元の構
成を，社会的な仕事から子どもたちの日常生活における係・当番活動に繋がるように３段階に編成した。その上で，
①仕事の中にある作業に注目していくこと。②子どもたちに自身の日常生活を客観的に見させる手立てとして画像・
映像を用いること。③子どもたちの学びから教師が反省的な省察を行うことを通して，単元の目的を子どもと共有し
ながら，単元の展開を図った。結果，子どもの日常生活と「探検活動」を学びにおいてつなげ，子どもの学びをより
豊かにする単元を開発することに成功した。
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１．問題の所在　
　本研究は，小学校生活科における代表的な単元の一つ
である「探検活動」に焦点を当て，その授業開発を試み
たものである。「探検活動」は，それまで行われてきた「学
校案内」と異なり，子どもの主体的な活動を大切にする
画期的な単元であった。本研究では，そうした「探検活
動」の実践において，何が目指されてきたのか，「探検
活動」の中で子どもたちがどのような学びを形成してき
たのかを整理・検討した上で，その到達点を踏まえて子
どもたちの学びをより深めることができる「探検活動」
の単元開発を行った。
　これまでの「探検活動」には，多くの場合２つのねら
いがあった。ひとつは，入学したての１年生が学校に適
応しやすいように，学校のさまざまな施設，学校にいる
人を知るといういわゆる「適応指導」である。いまひと
つは，子どもたちが自らの関心に基づき校舎内を探検し
て巡る主体的・活動的な学びを保障することにより，小
学校における学びの楽しさに触れることであった。この
他に，上級生と一緒に探検することで，上級生と関わり
をつくることもあげられる。それまで行われていた担任
教師がクラスの生徒を引率して学校内を巡るといったツ
アー形式の学校案内と比べて，「学校探検」は画期的な
単元であると言える１）。こうした「探検活動」の子ども
の学びにとっての意味について，有田和正は探検活動に
は未知への挑戦という側面が必要だと述べている２）。
　有田は未知への挑戦を子どもたちに「はてな？」とい
う言葉で問いかけている。知っていることを知っている
程度に見てまわるそれまでの「ツアー」の実践に対して，
「探検活動」は，知らないことを調べることが「未知へ
の挑戦」となり，子どもたちにとって未知を発見するこ
とは楽しいと述べている。有田は，子どもたちが知らな
いということを不安の要素と捉えるのではなく，知らな
いこと＝「はてな？」を探していくことは，未知の発見
をしていく楽しい学びの契機と捉えている。このことは，
これまでの「適応指導」のような考え方を一転させる発
想であり，この単元の画期的な面を見出しているといえる。
　一方で，これまでの「探検活動」では子どもたちの「探
検に行きたい」という欲求をどのようにもたせ，意識付
けるかという目的意識の形成が，単元の導入における共
通の課題となっていた。この点について，伊東博敏は「生
活科の探検活動の学習のあり方に対する問題点を指摘す
る声が多い。」としながら，その留意点を以下の３点に
まとめている３）。①わくわくする気持ちを大切に②何ら
かの発見があること③探検のイメージを支援すること。
つまり，「探検活動」の単元では上記の３点が保障され
ることが単元を展開する上で重要になってくる。
　そのため，探検後の振り返り等による表現活動では，
子どもそれぞれの探検のイメージが異なり，自分が体験
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したことを発表をするだけに留まってしまい，せっかく
の発見を共有することができないという課題があった。
こうした「探検活動」の課題が生じる背景には「探検活
動」を通して得られる子どもの学びが学力として十分に
把握されてこなかったことがあるのではないだろうか。
そこで本論では，「探検活動」の中で子どもが得る学び
を学力という側面から捉えていくために，これまでの
生活科における学力の問題を取り巻く議論について注目
した。
２．生活科における学力の問題
　これまで，子どもの学力について様々な論争が行われ
てきた。市川伸一は，子どもの「学力低下」「教育改革
路線」における論争の主張を大きく３つの立場に分けて
論じている4）。その一つは，現在の教育改革を進めるこ
とにより，学力問題を捉えようとする「教育行政側」の
立場，二つ目は，いわゆる「学力低下論者」という立場，
三つ目は「学力低下は深刻な問題ではあるが，それを打
開するためにこそ，新たな教育改革路線が必要である（も
う一つの学力低下論）」とする立ち場である。それぞれ
の立場から学力がどう捉えられていたのだろうか。一つ
目の「教育行政側」からは，学力を基礎的な教科の学力
と自ら学び考える力としての「生きる力」の２重の意味
で捉えられていた。二つ目の「学力低下論者」の立場か
らは，学力テストの結果に数値で示すことができる力と
して捉えられていた。三つ目の「もう一つの学力低下論」
の立場からは，表現力や思考力という「測りにくい学力」，
学習意欲，学習スキル，自己評価というように，結果と
して現れる力よりも，問題が出された時に，その問題の
解決に向けて「学ぶ力としての学力」といった可能性の
ある力と捉えられていた。このように「学力」と一言に
いっても立場によって捉え方が異なる。
　筆者らが，ここで注目したのが「もう一つの学力低下
論」の立場から述べられていた「測りにくい学力」「学
ぶ力としての学力」だ。こうした学力観の持つ意味につ
いて，須藤敏昭は次のように述べている５）。「子どもた
ちは，学ぶことが自分の人生や現代社会の諸課題・諸問
題と直接・関接につながり，その「意味」が感じられる
ことを切実に求める。」とした上で，低学年段階におけ
る基礎的な知識や技能を身につけさせるためには，一定
のトレーニングが必要であるとしている。さらに，「文
字や言葉や数の持っている文化としての本質や面白さに
ふれるような学習を保証されるとき，子どもたちは真に
学習意欲を触発され，必要なトレーニングにも耐え，確
かな学力を獲得するのではないだろうか」と述べている６）。
すなわち，現代の学力論では，学ぶ内容の文化としての
本質性や現実性をどう内容化するかという点に要点があ
るとしている。では，学ぶ内容の本質や面白さを保証す
るとは，生活科においては，どういうことなのだろうか。
生活科では，低学年の発達・成長の特徴から，体験の持
つ重要性を前面に打ちだし，体験的な学びを大切にして
きた。このことは，近代教育思想史上，デューイの「仕
事（occupation）」の概念やケルシェンシュタイナーの「労
作（Arbeit）」の概念に示されたように，価値ある体験
活動に通じるものがある７）。まさに，質の高い体験とつ
ながる単元の展開が重要な意味を持つのである。
　ところが，平成29年度版学習指導要領においては，「知
識基盤社会」の中で真に「生きる力」を育むという理念
が示され，「何を教えたのかということよりも，何がで
きるようになったのかという「資質・能力」を問う」と
されるようになった８）。そのため，学力の内容や本質と
いった教育内容の問題よりも，子どもに何が身についた
のかという教育評価の問題として「学力」が捉えられる
ようになった。こうした，「知」自体に価値があるかの
ような論理が展開される基盤となっているのが「知識基
盤社会」論である。これにたいして佐貫浩は，「この労
働によってこそ，人間は社会を維持し発展させることが
できるということである。」といった，現実的で体験的
な活動である労働を基盤とする枠組みの中で，「（『知識
基盤社会』論の中で述べられている）『知』が特別な利
潤をもたらすメカニズムは労働価値説の土俵の上で説明
可能であるように思われる。」９)と述べている。佐貫の
いうように，価値の本質が労働にあるならば，子どもた
ちが学ぶ「意味」を感じることができる本質的な価値の
ある体験も労働の中に見出すことが出来るのではないだ
ろうか。労働について学ぶからこそ，学ぶことが自分の
人生や社会とつながりを持てるようになり，世界や自分
を読み解くことができるようになるのではないだろうか。
３．これまでの実践の成果と課題
　これまで，千葉大学教育学部附属小学校では，以上の
ような立場から，生活科の本質的な学力の内容となる学
びを追求する探検活動に取り組んできた10）。
　千葉大学教育学部附属小学校のこれまでの実践では，
校舎の「探検活動」を通して人に目を向けさせてきた。
子どもたちには「この先生を探し出せ」といった課題を
出す。子どもは，はじめ先生の写真のついた「ミッショ
ン」が渡される。そこには，「ミッション」と合わせて
その先生の特徴がわかるヒントが書かれている。そのヒ
ントをもとに，該当する先生探しが始まる。探し当てた
ところで，「ミッション」に書かれたことを行うのである。
１年生は，同じ学年の先生であっても名前すら知らない
ことが多く，探検を通して顔と名前が一致するようになっ
て欲しいというねらいで取り組まれた。初めは探検を通
してミッションがどういったものかを知り，次の探検か
らは自分たちでミッションを作るために，先生たちにイ
ンタビューを行うといった展開で進むように単元が構成
されていた。子どもたちにとっては探検を通してこれま
で遠い存在だった担任以外の先生のことも身近に感じら
れるようになり，先生が授業以外の仕事もしているとい
うことへの気付きを得ることができた。
　千葉大学教育学部附属小学校では，「探検活動」の内
容を子どもに注目させたい対象によって示してきた。こ
うした内容の示し方について，鈴木隆司は「はじめに子
どもを活動に出して，子どもがどのような素材を持ち
込んでくるのか，教師は子どもの様子をよく見とりま
す。その中から，これは膨らませそうだぞ！これは多
くの子どもと共感できそうだと考えたものを取りあげ，
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学級全体に返していくという授業の展開が可能になり
ます。」11)と述べている。子どもたちが探し出してきた
ものから，教師が教材となりうる内容を選択し，授業を
つくっていくというように，学ぶ内容を子どもと教師が
共につくりあげていく単元構成が示されている。
　また鈴木は千葉大学教育学部の１年生と同附属小学校
の１学年，２学年の子どもを一緒のグループにして大学
のキャンパス内をフィールドとした「探検活動」を行っ
ている。そこでは，子どもたち・学生たちが期待をもつ
ために大切なことは「あそびごころ」であり，子どもに
とって「探検活動」があそびになっていることが必要だ
と述べている。
　この実践で鈴木は「人」の仕事に注目するように探検
を構成していた。探検を通して人と出会わせることで，
その人が何らかの仕事をすることによって，学校を支え
ているということを子どもや学生に知ってほしいという
意図を持っていた。この「探検活動」では，子どもたちは，
その人が従事している仕事に迫っていくとともに，その
人の「ひととなり」にまで学びを広げていける姿を描き
出し，子どもの学びの可能性を広げることに成功したと
している12）。
　この実践から，筆者らは子どもたちは未知への挑戦と
ともに既知への再挑戦を行っていたのではないだろうか
と「探検活動」における学びを捉えなおした。すなわち，
これまで知っていると思っていたけれども実は知らなかっ
たことを対象として単元を構成していくことによって，
子どもたちにとって未知を発見していくとともに，既知
のことについても捉え直しをする学びとなる活動をつく
りだしていた。
４．生活科の「探検活動」の成果と課題
　これらの生活科における「探検活動」の先行研究及び
先行実践において共通している点は，子どもたちが何を
探検するかを自由に考えることができる余地が活動の中
に存在する点にある。例えば，「誰の問題をつくろうか」
「誰と握手をしようかな」などと，子どもたちが自分達
で対象となる人を選択できるようにしておくことによっ
てそこに考える余地が生まれている。生活科においては
「体験あって学びなし」という批判がされるが，「探検活
動」の中で，子どもは考える余地があることによって深
く考えるようになり，その学びを一層豊かなものにして
いったと言えるのではないだろうか。
　加えて，「探検活動」では，子どもたちそれぞれが見
てきたものや学んだことが異なってしまう。それをその
ままにしておくと，学びの成果が個に埋め込まれてしま
う。そこで，見つけたことや学んだものをお互いに共有
させていく必要があることがわかった。
　先行実践では，鈴木は子どもに人の仕事を調べていく
活動をさせていた。子どもたちが出会った人の仕事を調
べることで，社会における人の役割・機能と社会と人の
つながりに気付かせようとしていた。ところが，子ども
たちは，「探検活動」を通して，仕事だけではなくその「ひ
ととなり」へと学びの対象を広げていった。その点につ
いては，ねらいを越えていたため，その「ひととなり」
がわかることによって子どもたちにどのような学びがあっ
たのかということについての考察が十分に行われていな
かった。
　筆者らは，こうした現在の実践の到達点と課題を踏ま
えて，子どもたちが仕事を調べ，「ひととなり」に注目
するようになる中で，その人との関係を変化させ，その
人へ思いを寄せていくからこそ，そこに新たな問いを立
てることができるのではないだろうか。こうして生まれ
た新たな問いを自分たちで解決したいという思いが生ま
れ，より主体的な「探検活動」を生みだすことができる
のではないだろうかと考えた。こうした新しい「探検活
動」の単元を形成するためには，表面的に仕事を捉える
のではなく，仕事として何が行われているのかといった
内容を子どもたちにわかる形で捉えさせることが必要だ
と考えた。
　そこで，それぞれの仕事をより細分化して捉えさせよ
うと考え，仕事の中にある「作業（operation）」に焦点
を当てた。出会った人がどんな「作業」をしているのか
を調べていく「探検活動」を行うことで，仕事の内容が
具体的に目に見える形で子どもたちにもわかるようにな
る。その上で，自分たちの学校生活とつなげて，自分た
ちが日頃行っている係や当番といった活動との作業上の
共通点を見出すことができるようになれば，生活とつな
がる学びが展開できると考えた。
　また，教科として生活科では１学年・２学年の計２年
間で９つの内容項目を学んでいくよう小学校学習指導要
領に定められており，一つの単元につき１～３の内容項
目に該当するように目標設定を行っていることが一般的
である13)。生活科が誕生して30年あまり経過し，この内
容項目ではこの実践といったように定番教材が出来上が
り，生活科の教科書にも具体的な教材が示されている。
2017年に学習指導要領が改訂され，そこでは生活科にお
ける教科目標は「具体的な活動や体験を通して，身近な
生活に関わる見方・考え方を生かし，自立し生活を豊か
にしていくための資質・能力を次のとおり育成すること
を目指す。」14）とされ，コンピテンシー・ベースの学び
をつくりだしていくことが求められている。この資質・
能力の前提として各教科等との関連や幼児教育，中学年
以降との学習のつながりを踏まえていくカリキュラム・
マネジメントの視点が求められている。
　加えて現代の学校現場では，2017年学習指導要領の改
訂に始まる道徳や小学校外国語のような新しい教科の登
場，学校行事，それぞれの地域行事等への参加，プログ
ラミング教育の導入，ＩＣＴ活動などといった様々な新
たな課題を受けとめなければならない事態が起きている。
こうした事態に対応するために，各学校では，創意ある
教育課程を編成するといった，いわゆる「カリキュラム・
マネジメント」を行い，各学校の子どもの実態に応えた
教育課程の実施が期待されている。
　こうした現状から生活科においては，これまでの単元
構成にとらわれずに，現代的な課題を受けとめて，各学
校の子どもたちの実態に応えるべく「カリキュラム・マ
ネジメント」を行っていく必要があるとされている。
生活科における「探検活動」の単元構成
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５．研究の目的
　本研究では，これまでの「探検活動」が身近な生活か
ら社会へと広がる学びを展開していたことを，社会にお
ける仕事について具体的な「作業」に注目することから，
自身の学校生活を見直すといったように，学びのベクト
ルを逆転させた「探検活動」の単元を開発した。その中
で，子どもがどのような学びを得たのかを，子どもが学
ぶ姿から臨床的に示すことを目的とする。
６．研究の内容と方法
６－１．研究の方法
　本研究では，これまでの研究並びに実践の成果をふま
えて「探検活動」の単元を開発・実施する。その際，何
を意図して計画を立案したのか，そして，実施してどの
ような効果があったのかを検証・考察することから，開
発した単元の意義を示す。
　開発した単元では，子どもたちが出会う人の仕事のう
ち，その作業に注目させる展開とした。その上で，「探
検活動」を通して，子どもが発見した仕事における作業
と子ども自身が係や当番などの活動との相違と関連を見
出せるようにするための手立てに焦点をあてる。
６－２．開発した単元の構成
図１　単元の構成
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　本単元では，世の中にある仕事に対して，子どもたち
がこれまで自分自身との関連性を意識することができな
かったという状況を，「探検活動」を実施することによっ
て捉え直し，「実は自分達も同じようなことをやってい
たんだ」と意識を変革させることを教師は意図した。そ
の上で，子どもが自分自身の行っている日常的な活動を
捉えなおしていけるようにしたいと考え，単元を図１の
ように構成した。開発した単元の実施学年を２年生とし
て，「町探検」から活動を始め，これを「学校探検」そ
して「自分探検」というように，３つの段階を経ていく
ように単元を構成した。通例，生活科の学びは，身近な
ものから社会的なものへと進められていく。これは，子
どもの認識が具体的なものから抽象的なものへと進んで
いくと考えられていることによる。本単元では，これを
逆に展開した。それは，日常に埋め込まれた学びの対象
である仕事は，現実的であるがゆえに「多くの要素と関
聨を含む豊かな総体」という諸相を持っており，子ども
がこれを捉えた場合に，その一部にしか目がいかないと
考えたからである。そうした近視眼的な捉え方をさせる
単元構成では，個々の体験は積まれるものの，それを学
びへと昇華させることが難しい。すなわち「体験あって
学びなし」という批判には対処できないと考えた。
　加えて，旧来の単元の展開の仕方は，当該学級の実態
とそぐわないと判断した。
６－３．対象とした学級の子どもの実態
　本研究で対象とした２年生の学級の実態について述べ
る。当該学級の子どもは，概して学ぶ意欲が高く，様々
な事象に関心をもっており，知識も豊富である。その一
方で「知っているけれども，やったことはない」という
ように，体験や活動が子どもたちの思いに対して十分で
ないという実態があった。そのため，体験や活動を実施
しても，子どもの知的な関心と繋がらなければ，学びを
形成することが難しいと考えた。子どもの知的な関心を
呼び覚ますためには，子どもの中に自ら問いを形成する
ことができるような条件を設定する必要がある。そうし
た条件として，実際の社会的な仕事に出会わせ，そこで
行われている作業を対象として扱わせることから当該学
級の子どもは問いを生み出すことができるのではないか
と考えた。
　
６－４．単元の展開
　次に，単元を実際どのように展開していったのかにつ
いて述べる。
①　第１次「町探検」
○大学探検１回目（平成30年５月７日（月）実施）
本校は大学の敷地内に設置されており，教育学部とは隣
接しているという位置にある。その立地を生かして，大
学の敷地内にある食堂や図書館，衛生安全機構（病院），
警備室（警察），売店（商店）等を町に見立てて大学内
を探検する活動を生活科における「町探検」として位置
づけている。大学探検の際には，学部との連携授業とし
て教育学部の１年時学生と附属小の１年生，２年生とが
一緒になって活動する。今回は，大学１年時学生55名，
小学校２年生１学年103名で実施した。１グループは子
ども４～５名につき学生２～３名とした。
　開発した単元では子どもたちに「人」に注目していく
ことができるようにワークシートを用いた。ワークシー
トには子どもに見させたい箇所を探すミッションが書か
れている。例えば，「大学のけいびをしているところを
さがせ」や「あるいているひと２人に「こんにちは」の
あいさつとあくしゅをしよう」といったように，仕事が
行われている場所や人との関わりを持てるようにするた
めの行為を示すことで，出会った場所，人の服装など仕
事に関連した内容に着目させようとした。
　実践当日天候が芳しくなかったため十分な活動時間が
確保できたとは言えない状態だったが，子どもたちはワー
クシートに書かれた課題を達成するため，大学内を急い
で探検していた。探検終了時に全ての課題を達成するこ
とができたグループが複数あり，子どもたちのこの活動
への意欲の高さを感じた。
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　また一緒に探検した大学生のことを，当初は「お兄さ
ん」「お姉さん」と呼んでいたが，　活動を進める中で「○
○さん」と名前で呼ぶようになっていった。こうした呼
称の仕方にも人との関わりの変化，関係性の変化を見取
ることができた。
○１回目の探検後の振り返り
　探検後の振り返りでは，「探検してどんなことを発見
しましたか。」という問いを子どもたちに投げかけた。
するとある子どもから「人の服や役割が違った」という
感想がでてきた。その感想から「食堂の人はエプロンを
していた。」「清掃員さんは緑色の帽子と服を着ていた。」
というように，場所と服装との関連に気付いた発言がさ
れた。さらに「レジの人はお会計をしていた。」「警備員
さんはみんなを守る仕事をしていた。」といった仕事や
役割に関する気付きが出された。授業者が，これらの発
言を板書にまとめた後，「みんなが発見したことってな
んだったの。」と問い返すと子どもたちから「仕事を見
つけた」という応えが出された。今回のワークシートの
項目では，子どもたちが出会うことができる仕事の数を
５つに限っていた。子どもからは５つの仕事すべてが出
された。そこで授業者が「じゃあ大学にはこの仕事があ
るんだね」とまとめようとすると，「もっとある。」「ま
た探検に行きたい。」とさらなる仕事発見を求めて次の
探検に行きたいという声が挙がった。こうして次の「探
検活動」は，大学の中にいて仕事をしている人を探し，
その人の仕事に着目するということになった。するとあ
る子から「また学生さんたちも一緒に行ってくれないか
な。」というつぶやきが出された。それを聞いた他の子
どもたちからも次々と「一緒に探検してほしい。」とい
う声が挙がった。単元の計画上２回目の大学探検に行く
計画は入っていたが，子どもたちの願いで活動が実現し
たという形を取りたいと考えた。そこで子どもたちに
は「担任の方から大学生にお願いしに行く。」「今度の探
検で何を見ていきたいのか伝えないといけない。」とい
う２点を伝えた。子どもたちは自分たちも頼みに行くと
言っていたが，それは授業の時間上設定が難しいことを
伝え，探検に一緒に行ってくれるようお願いするお手紙
を書くことにした。
○ワークシートづくり
　次の探検への意欲が高まったところで，子どもたちに
次の探検での学びの見通しをもたせるために，「次の探
検で何をみつけに行きたいのか」を聞いた。その結果，
探検に出かけて，そこにいる人に聞きたいことを整理し
ていくと次の探検で聞きたいことは「なんのためにしご
とをしていますか。」「どんな役割をしていますか。」「ど
うしてそのしごとをえらんだのですか。」の３つになっ
た。３つの質問のうち「なんのためにしごとをしていま
すか。」については，「わたしはみんなのために仕事をし
ているんじゃないかなと思う。」という予想を立ててい
る子どもが何人かいた。授業者は担当する大学の教員と
相談して，子どもが知りたい内容を決め，ワークシート
のタイトル，レイアウト，写真を貼る場所をつくり，次
の探検で使うワークシートを作り上げた。
○大学探検２回目（平成30年５月28日（月）実施）
　大学探検の２回目では前回一緒に探検をしてほしいと
手紙を書いた大学生たちがまた来てくれることになり，
返事を書いてきてくれた。返事をもらえたことと，一緒
に探検できることで，探検前から子どもたちはとても嬉
しそうな様子であった。探検が始まると子どもたちは事
前に考えていた質問してみたい人のところへそれぞれ向
かっていった。ところが探検に向かった時間がちょうど
お昼頃だったため，どこも忙しく，なかなか子どもたち
は相手にしてもらえなかった。仕事について聞きに行こ
うと思ったら，その仕事が忙しく聞いてもらえないとい
う子どもたちにとって予想外の事態になり，諦めて別の
場所に行く子たちや諦めずにじっとその場で成り行きを
見守る子たち等困っている様子が見受けられた。この事
態に対処してくれたのは一緒に探検に行った大学生だっ
た。子どもたちが何とか質問できるように掛け合ったり，
次の場所に行くように促したりしてくれたりと，子ども
の活動を支援してくれた。「○○さんが図書館の人に話
してくれて中に入れてもらえた。」という子たちもいた。
また様々な人に質問していると探検を指導している教員
に質問をする子どもたちが現れた。こうして様々な人た
ちに質問することができ，探検は無事に終了した。
○２回目の探検後の振り返り
　探検後の振り返りでは，調べた仕事を書いたワークシー
トは総数で30を超え，そのワークシートを見るだけでも
時間がかかってしまった。それぞれの仕事で何をしてい
たのかを訪ねていき，子どもたちからその時のエピソー
ドを聞いていった。
　他の子どもたちが書いたワークシートを見ながら子ど
もたちが考えていたのは「なんのためにしごとをしてい
るのか」という項目についてだった。前の探検の振り返
りの時に「みんなのためにしごとをしている。」といっ
た子どもがいたことから，他の子どもたちも「何のた
めに仕事をしているのか」という問いを抱くようにな
り，その応えを求めていた。子どもたちが当初予想した
通りの応えをもらえた人もあれば，「お金のため」や「自
分のため」と答えていた人もいた。そういった予想に反
した応えに対しては「そう思っているかもしれないけど，
やっていることはみんなのためになっている。」という
考察をしていた。３つの項目の他にどんなことをしてい
たかをカードに書いて付け足していくと「文房具を棚に
整理していた。」「清掃員さんが通りをきれいに掃いてい
た。」という具体的な「作業」に注目した記述を引き出
すことができた。
　子どもたちが質問をした人は大学構内で働いている人
がほとんどだったが，その中に探検を引率していた先生
へ質問していることに気付いた子どもがいた。その際「先
生は（小）学校の中の人，後の人たちは学校の外の人た
ち」という違いに気付いた子どもがいた。授業者が「そ
うか。じゃあ学校の人と外の人では違うんだね。」といっ
たところ「それはちがう。学校の中と外で違うけど，先
生も『何のためにしごとをしていますか』の質問にみん
なのためと答えているから一緒。」と応えた。そこで授
業者が「○○先生がたまたまそうだったんじゃないの？」
と返すと子どもたちは，どの先生もみんなそのはずだと
つぶやきながら，今度確かめに行きたいと言い出した。
次は学校の先生に質問していくという探検を行うことに
生活科における「探検活動」の単元構成
－127－
なり，探検のフィールドが大学から小学校へと移って
いった。
○ワークシートの改良
　探検を繰り返すことで子どもたちの疑問や質問したい
ことが具体的になってきたため，授業者からワークシー
トの項目をつくりかえてもいいかと提案してみた。する
とある子が「学校の先生たちにも同じようにして聞いて
みて，みんなのためにしごとをしているのか知りたいか
ら，ワークシートをつくりかえるのは先生たちに聞いて
きたあとがいい。」と言ってきたため，ワークシートは
そのままの形で第２次の探検を迎えることとした。
○第２次「学校探検」
　学校探検については，入学したばかりの頃に当時の２
年生に連れて行ってもらったことがあること，つい先日
今度は自分たちが２年生として１年生に学校を紹介する
活動と，子どもたちはこれまで２度経験している。今回
の学校探検の目的は先生たちがどんな仕事をしているの
かを明らかにするため先生に質問しに行くということで
ある。突然質問に言っても断られるという経験をしてい
るため，休み時間などに自分たちで学校中を探検して先
生を捜して，事前に約束を取り付けていた。今回の探検
では，自分が行ってみたいと思った先生のところに最低
でも２人でいくという約束を決めて行った。子どもたち
は授業の様子を見せてもらったり，給食をつくっている
様子を覗かせてもらったりしながら仕事をしている様子
を探検していくことができた。それぞれの場所で写真を
撮ることができるようにしていたが，先生たちは子ども
たちが来るとすぐ話を聞いてくれるため，仕事をしてい
る瞬間の写真を撮ることができた子どもはいなかった。
○日常生活の振り返り
　学校探検と並行して，教師が休み時間や授業中の風景，
係活動や当番の様子を写真に撮り，教室に掲示し，それ
らの写真が何をしているのかを子どもたちが考え，吹き
出しのカードにセリフを書き入れる活動を行った。セリ
フを考えることで，その写真に写っているクラスの友だ
ちが何をしているのかを読み取り，その作業について何
をしているのかということを全員で共有することができた。
自分が行っていたことを写真に撮られ，その様子を対象
化して見ることは自分の活動を別の視点から見ることに
つながった。こうすることによって，その時自分や友だ
ちが行っていた作業に焦点を当ててみることができた。
○学校探検の振り返り
　次に学校探検で発見したことを全員で共有した上で，
その他の発見をワークシートに付け加える活動を行った。
学校探検を通して子どもたちは様々な発見をしており「○
○先生（司書教諭）は学校のみんなにもっと好きになれ
るように本をかしだしする。」等自分たちが見つけた発
見を次々に書き加えていった。発見が出そろったところ
で，次は同じところや似ているところを探す活動を行った。
「○○先生と○○先生は勉強を教えるのが同じ」「○○先
生たち（教務室の先生方）はみんなのために何かをするっ
ていうのが似てる。」などの分類を「おなじカード」「に
ているカード」を使って行った。ある程度整理が進むと
「やっぱり先生たちもみんなのために仕事をしている。」
というつぶやきがでた。
　整理が済んだところで，子どもたちが見ていない時間
帯の先生の仕事を写した映像を見ていった。その中には
子どもたちが探検で出会った先生たちがテストの丸付け
をしたり，掃除をしたりする様子が写っていた。司書教
諭が本を整理している映像が流れた時，ある子どもが
「それと同じのあるよ。」といって教室に掲示してあった
自分たちが係の仕事で本棚を整理している写真を指差し
た。すると別の子が「この写真も給食の準備をしている
し，服装が（給食調理員と）似ているよ」と共通点を見
つけ出した。その後は，子どもたちがそれぞれの写真に
吹き出しをつけ，自分たちの日常の係や当番の活動を写
した写真と比べ，同じところ似ているところを見つけ出
していった。整理を終えると「ぼくたちの係や当番と（学
校で大人がしている）仕事は同じだったり似ているとこ
ろがある。」と気付き，自分たちも係や当番をみんなの
ためにやっているのではないかというつぶやきが出てき
た。教師が「本当にそうなのか」と問い返すと次は自分
たちのことについて調べていきたいと，次への活動への
意欲を示した。
○第３次「自分探検」
　教師としては子どもたちが自分自身の係や当番につい
て振り返る活動になると思っていたが，実際に子どもた
ちが始めた活動は，他の子どもに質問をすることだった。
その様子を見ていると，友だちに質問してもらうことで，
自分への問いに答えていく様子が現れた。子どもたちは
質問表の問いに，それぞれの係や当番について思い思い
の仕事を書き込んでいたが「なんのために仕事をしてい
図２　ワークシート「○○へのしつもんひょう」 図３　じぶんへのしつもんひょう
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ますか」というところは「みんなのため」という内容で
記述している子どもが多くいた。一方で，「自分のため
にやっている」と書いた子どもが複数いた。
７．考察
　１回目の大学探検を通して，子どもたちは出会った人
の仕事を調べようとして，その場所，服装ややっていた
作業に注目することができた。その中で，役割によって
服装が異なることに目を向けていった。例えば，食べ物
を扱っているとエプロンをしていることなどに気付いた。
子どもたちの目を仕事に向けるためには，服装や作業，
場所といった目に見えるものに注目させるようにしたこ
とが有効であったということができる。また，子どもた
ちにとって未知の場所に探検に行くことは楽しみな活動
であるがその反面不安な要素もあった。１回目の探検で
一緒に探検してくれた大学生がいたことで，２回目の探
検の際なかなか質問できない状況に陥っても，子どもた
ちが落ち着いて対応することができたのは，大学生の支
援が大きかった。大学生が一緒に探検についてきてくれ
たことによって，子どもたちにとって安心して探検する
ことができたと考える。また，大学生にとっても，２回
にわたり同じ子どもたちと探検をしたことで，子どもの
様子と対処法がわかり，質問できない状況に対して何と
かしてあげたいという思いが生まれ，どうすればいいか
を学部の授業で再検討した上で２回目の探検に臨むこと
ができた。子どもたちと大学生の関係の深まりによって
様々な場所に行き，質問することができた。人との関わ
りの変化によって探検活動が豊かになっていったといえ
るだろう。
　２回目の大学探検を通して子どもたちは様々な仕事に
ついて調べていった。授業者の意図としては子どもたち
に仕事の作業に着目させて相違点に気付かせたいと考え
ていたが，子どもたちは「何のために仕事をしているの
か」ということを知りたいと思っていた。ここでは，教
師のねらいと子どもたちのやりたいことが異なっていた
が，子どもたちの知りたいことをよく見ていくと教師の
ねらいと重なる部分があると考えたため，子どもの関心
から授業を再構成していくことができた。こうした教師
の反省的な省察を可能にしたのは，今回の単元構成と関
係があると考える。従来のように，身近な事象からみて
いく「探検活動」の単元構成であれば，子どもが気付い
たこと・発見したことの意味づけを教師が行う必要があ
る。それは，子どもの気付きや発見が極めて具体的な事
象に限られるため，それぞれの事象については示すこと
ができるものの，事象相互の相違と関連を見出しにくい
からである。今回の単元構成では，社会的な仕事という
抽象的な内容を子どもが把握した上で，活動を行ってい
るため，単元全体として学ぶ目的・意図が子どもの中で
明確になっていた。そのため，子どもの知りたいことの
中に，教師が単元全体の目的を見出すことができたとい
うことができる。
　教師が懸念していたのは，質問してきた応えのうちに，
「みんなのために仕事をしている」という子どもたちの
予想と反して「自分のため」「生活のため」といったも
のがいくつかあがり，子どもが混乱するのではないかと
いうことだった。こうした教師の懸念に対して，子ども
たちは「（その人は）そう思っているかもしれないけど，
やっていることはみんなのためになっている。」という
捉え方をした。質問した人の言葉を一面的ではなく，自
分たちの学びと合わせた視点から捉えることができたの
は，その人のことを仕事という側面から見つめていくと
いう自分たちが学ぶ単元の目的が明確であったからでは
ないだろうか。子どもたちにとって出会った人が語る話を，
その人の思いと仕事とを分けて捉えることができたから
こそ，仕事をしている人の思いと別に，人のためになっ
ているという役割を理解することができたのだと考える。
　こうした子どもの姿から探検活動において仕事に注目
していくことは子どもが単元の目的と結びついた視点か
ら，その「ひととなり」に迫り，かつ自分たちの係や当
番活動との関わりまで捉えることができるようになる上
で，一定の効果があることを実践的に示すことができた。
　この単元で最も困難になると教師が考えたのは，学校
探検で発見したことを，どのように子どもたちの日常生
活の係や当番等の活動とつなげていけるかであった。こ
れに対しては，開発した単元では３つの手立てを行った。
１つは仕事のうち具体的な作業について注目していくよ
うにしたことである。例えば，調理員の仕事は給食の準
備や片付けになる。その中で行っている具体的な作業を
見ていくと，白衣を着て作業していたり，食器を片づけ
たりという作業は子どもたちが行っている給食当番の作
業と共通する部分があることが見えてくる。具体的な作
業を見ることは，子どもたちが自分に関わる事として仕
事を捉える上で有効な手立てになったと考える。２つ目
は，子どもたちが日常生活で行っている様々な活動を別
の視点から見なおすことである。子どもたちは係や当番
等で様々な活動を行っているが，自分の目から見た活動
をしている景色と，目の前で活動をしている作業風景と
では見えるものが異なるため，同じ作業として認識でき
ないのではないかと考えた。そこで作業をしている人（こ
の単元では自分となった。）を客観的に見えるようにす
ることで，自分が行っている作業と仕事をしていた人た
ちの作業には共通点があるというように見ることができ
るのではないかと考え，教室に子どもたちの日常生活の
写真を掲示して，客観的に見ることができるようにした。
その写真に吹き出しをつける活動を行うことで「何をし
ているのか。」「どういうことを考えているのか。」を想
像し，写真の作業で行っている事象並びにそこでの思い
について共有することができた。３つめの手立ては子ど
もたちが見ることのできない時間での先生の仕事の様子
を映像にしたことである。仕事をしている場面を撮影し
た映像からは，そこで行っている作業に注目させること
ができた。子どもがやっていることと似た作業の様子を
映像にすることで子どもたちは自分のやっていることと，
仕事で行われていることとの相違や関連に気付くことが
できたといえるだろう。以上の３つの手立てを行ったこ
とによって学校探検後の振り返りの時間に，映像を見た
子どもたちが教室に掲示してある日常の写真と映像とを
結びつけて学ぶことができたと考える。映像と自分たち
の作業を整理する際にはまず同じ作業をしているかとい
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う点に着目していた。そして同じ作業ではないが調理員
と給食当番では服装が同じということと給食を扱うとい
うことで二つの写真の間に矢印を引き，似ていると分類
していた。（図４）
図４　調理員さんと給食当番
図５　掃き掃除とちりとり
　また掃除の写真（図５）については教員側が掃き掃除
の様子，子どもの側がちりとりと使ってゴミを箒で集め
ている様子を選択した。この二つは掃除をしている写真
だと教材研究の段階で考えていたが，子どもは「おなじ
カード」と「にているカード」を両方貼り「？」をつけ
ていた。仕事を作業で見てきた子どもたちにとって「ご
みを掃くこと」と「ちりとりでごみを集めること」は作
業内容が異なっているため，似ているが同じではないと
いう様に考えていた。この（図５）では，そのように子
どもたちが仕事の中にある作業という視点から見ている
面もあれば，同じ場所で箒とちりとりという掃除用具を
使って作業しているため同じ作業であると捉えている子
どもがいた。「おなじ」と「にている」という二つの言
葉から，子どもは異なった視点から事象を捉えることが
できていた。捉えたことを表現するための言葉によって，
引き出すことができる子どもの視座があることがわかった。
　第３次の「自分探検」では授業者の想定と異なり子ど
もたちは人に質問してもらうことで自分自身のことを再
認識することができていた。
　子どもたちが応えた「役割（おしごと）」には勉強や係，
日直や掃除等多くの活動が出された。「どうしてそのし
ごとをえらんだのですか」という質問についての応えは
一人ひとり異なっていた。「なんのためにしごとをして
いますか。」という問いからは「ならぶのすきっていっ
てくれるとうれしいから」というように自分が係や当番
をすることがみんなのためになっているという実感をも
つことができている様子が読み取れた。
　子どもたちが単元を通して同じワークシートの項目で
聞いていきたいという思いから，探検活動を続けてきた
ことで，探検で出会った人たちの仕事と自分たちのやっ
ていることが同じであったり，似ていたりすることに気
付くことができた。ワークシートは子どもたちが単元を
通して同じ視点をもって活動に臨むことができたひとつ
の契機となったといえるだろう。探検に出かけて質問し
たことから，出会った人や自分たちもみんなのために様々
な仕事をしているというはじめに立てた予想を確かめる
ことができた。こうした子どもたちの姿より，探検を通
して子どもたちが得た学びを子どもたち自身の日常生活
とつなげていくためには，単元を通して仕事の作業に着
目し，そこで学ぶ内容を子どもに委ねることが有効であっ
た。子どもたちの身近な地域の人から子どもたち自身へ
と収束させていく探検活動の単元構成と何を学ぶのかと
いう目的を子どもに委ねていくことによって子どもが自
分自身の活動を捉えなおしていくことができたのではな
いかと考える。
８．結論　
　本研究によって「探検活動」において，子どもの学び
を子ども自身の日常生活とつなげる上で単元の構成を変
えたことが以下の点で有効であることが明らかとなった。
①実際に社会で行われている仕事で何をしていたのかが
子どもに見えるように具体的な作業に注目させた。この
手立てによって子どもたちは人と共に仕事の内容という
視点をもって活動を整理することができた。
②子どもの日常生活を写真や吹き出しなどを使って客観
的に見える形にすること。これにより自分たちが探検を
通して見てきた仕事と共通する部分を発見することがで
きた。
③授業の中で何を学ぶのかという目標を子どもの学びの
要求に合わせて形を変えていくことができ，教師の反省
的省察を可能にした。その結果，子どもたちが本当に学
びたい内容を学びながら単元の目的へと近づくことがで
きた。
　こうした手立てが有効に機能して，子どもの学びを豊
かにすることができるようになるためには，「何のため
に学んでいるのか」といった単元の目的が子どもにとっ
て明確になっていることが必要であった。その点では，
今回開発した単元のように，社会の現実を見つめること
から身近な生活と関連させて学んでいく単元構成が必要
になる。
　一方で課題として，子どもたちが何を学びたいと思っ
ているのかという子どもの思いと教師のねらいとの間に
開きがあると活動が停滞していく様子が本単元を展開す
る中で見られた。学校探検の振り返りの際に見られた掃
き掃除とちりとり掃除の例で示したように，教師と子ど
もとの間に，対象の捉え方の開きがあった場合に，どの
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ように反省的に省察すればいいのかを考えながら単元を
展開していく必要があるのではないだろうか。
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